【参考】
鳥取市森林づくりビジョンの策定について

１．経　過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）本市の森林においては、多くの良質な木材が生産されてきたが、長期化する木材価格の低迷による採算性の悪化や鳥獣害の深刻化により、森林所有者の林業への意欲も徐々に低下し、今後手入れが行き届かない森林の増加が懸念されている状況。

（２）国においては、平成30年（2018年）5月に森林経営管理法を制定（平成３１（2019年）年４月施行）し、市町村の積極的な森林管理への関与が求められている。
（３）本ビジョンにおいて、森林の持つ多面的な機能を、将来の子ども達に引き継いでいけるよう、将来のあるべき姿を見据えた森林づくりと、実現していくための基本的な取組みの方向性を定めるもの。
２．策定までのスケジュール等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１１月～１月中旬　　　　原案作成
１月２７日～２月２１日　関係課（危機管理課、都市環境課）及び関係団体（鳥取県、森林組合、学識経験者（公立鳥取環境大学大学、林業研究会、森林づくり協議会））へ意見照会、原案へ反映
２月２１日～３月１３日　原案内部協議
３月１６日　　  　　　　市議会2月定例会文教経済委員会で報告

３月２３日～４月13日　市民政策コメント実施
４月下旬　　　　　　　　ビジョン完成
３．ビジョン（案）のポイント（詳細は別紙　資料１（概要版）、資料２（全体版）を参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）森林づくりの将来像を設定　

本市の目指す森林づくりの将来像を設定。
（２）前提として３つの基本理念を設定
将来像を実現していくための基本的理念を3項目設定。
（３）取り組みの方向性を設定
将来像や基本理念、課題・現状を踏まえ、取り組みの方向性を４つに分類して設定。
（４）重点的に取り組む事項
重点的に行うべき取り組み事項を８項目設定。
